
 

 

 

 

 

 

～清水町シニアクラブ連合会～ 

《慨況》 

 

 

〇会員加入促進運動 

 

（1） アンケートの実施 

会員加入促進の問題は、当連合会にとって緊急の課題であり、その打開策として加入促進の阻害

要因の把握が第一と考え、単位クラブ会長あてにアンケート調査を実施した。 

 

回答には次のような注目すべきものがあった。 

 ※アンケートに対する回答の際、口頭で述べられた内容も含む 

・就労者の増加や就労年齢の高齢化 

・役員にさせられると困る 

・シニアクラブは何をするところかわからない 

・勧誘の際の説明資料がない 

・説明に来てほしい 

 

などで、特に「シニアクラブの内容がわからない」ということは、勧誘の際、説明できないこと

につながり、勧誘側のクラブ活動に対する認識不足が極めて高いと思われた。 

当初、広報誌の作成を予定していたが、急遽、会員の教育用資料の作成に切り替え、会員全員に

手持ち資料として配布することにした。 

 この資料は、興味を引くように、イラストを入れ、長期間保存・使用に耐えられるよう配慮した。 

（2） 報告書の作成 

 従来、報告は口頭だけのやり取りで終了してしまい書面化することはなかった。そのため、やっ

てもやらなくても同じという感覚が働いた。 

 会員が誰かにアプローチしたことを書面で共有することで、声掛けの実施が示され、別の方の誘 

いも可能となる。こういった利点を考え報告書を作成することとした。 

 

 

 

 

 

《成果》 

 

   

現在、コロナウイルス感染症の感染防止のため、集会等の開催ができず、実際の加入者増の成果は出ていな

いが、今後の活動の基礎が出来上がり、これからの会員加入促進に期待がもたれる。 

 

 

（1） アンケート調査の実施 

・アンケート調査を行ったことで、加入促進運動に対する阻害要因について、会員が率直に述べる

ことで、この運動事業の原点に立ち戻ることができた。 

清水町シニアクラブ連合会 

○総人口  31,989人  ○65歳以上人口 8,346人   ○高齢化率 26.1％ 

○シニアクラブ会員数  1,098人      ○シニアクラブ加入率 13.2％ 

 



      ・会員用のリーフレットには、シニアクラブがなぜ公的な補助金の対象団体となっているかなども、

説明してあります。これは、シニアクラブが他の団体より公的に恵まれた組織であり、その恩恵を

多くの高齢者に配分すべき優位な立場にあるということを知っていただくことにつながった。 

 

・「一人がひとりを」の言葉は、長年実施されてきた、会員加入運動の中で使われてきた言葉で“ま

たか”という感覚しか与えず、いわゆる「暖簾に腕押し」的なものであったが、アンケートの結

果を踏まえて作成したリーフレットの中に会員にとってクラブ活動に対する強い意識付けとな

る内容を盛り込むことができたと思う。 

 

 （2）報告書の作成 

    報告書を作成することで、アプローチをかけた対象者が明確になり、多方面からのアプローチが可能

となり、単位クラブの会長、加入促進委員の認識強化に役立った。 

 

 （3）本部役員の指導 

    基礎的な準備により、コロナ禍が収束し、活動が再開される状況となれば、直ちに本部役員による巡

回指導が実施できる環境が整った。 

 

 

 

 

《今後の方針》 

 

 

○  会員加入促進は、シニアクラブにとって永遠のテーマであり、当初、計画した次の点を実行していく。 

○  

（1）会員に対する教育の徹底 

 アンケート調査により、会員のクラブ活動に対する理解不足が深刻な状況にあることが判明。本

部役員により各単位クラブを巡回し、リーフレットを使った教育を徹底する。 

 その際、地域にある独自の問題点などを把握し、解決策を協議し指導していく。 

(2)  報告書の点検 

      各会員が実施した加入促進運動の対象者は、会員候補であり今後の働きかけが必要な方です。加

入促進運動の状況は書類として残し、その作成状況等を点検し、加入促進運動に繋げていきたい。 

  

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【活動の様子】 

 



 



 



 



  

    



 

 



非会員の方への呼びかけ 

 

 


